



















理的だが道理が通らない」という言葉からだった。その時表現したかっ は、相手の議論は合 的で字面の収支は合っているが、実体験から実感さ 筋
にそぐわないという趣旨のことだった。その後、 「道理」ということが気になり、議論のなかでわざ 使ってみたりもした。 「道理」については漠然とした共通認識はあるようだが、現代の知識人 理性信仰とはおよそ異次元のものといえよう。　
我々日本人は、融通無碍な一面を持ちながらも、約束事に関しては、正直で
狭苦しい受け止め方をする傾向があるようだ。たとえルールであっても そ運用に際 ては現場が責任を持って道理を尽くして臨機応変の判断をするという姿勢が、今の日本人に欠落しているように思う。 「一人でもやる」という勇敢さの遺伝子の保持率が少ないため
（１）
でもあろうが、物事の判断において現合








した理解もなく使用することは慎まなければ らない。道理 「道」も「理」も東洋では特別 意味を持った語である 白川静の「字統」
（２）
によれば、 「道」

















マと っていた。太極図が暗示するような自然界 秩序の理解を含んだ形而上学よりは人間の心の形而下学に重点が 、格物致知や格 究 という「大学」以来の立場も実際 問題に則して理を究明していこうという態度であって、程伊川の「性即理」に結局は収まってゆくことになる。 「性即理」は、世界の存在原理と人間の心の秩序とを統一的 把握しよう いう考え方であって、ヨーロッパ中世のキリスト教的自然法 考え方に近いように思う
（７）
。朱子学では、人


































































言葉を解説して「吾々の体験即ち働きということなしに、物の道理だけを求めようとして求められないこ 明らかでありますが、唯「心」即ち体験というものを、物の道理或いは自然の道理というものを抜きにして求めてきたところが「何物ぞや」で、 求められるものではありません。 」と述べ、 同書に所収の「自然の観方」では 「即ち自然の動きには「すぢみち」があるからである。その「ぢみち」を昔から条理 云っている。またはこれを理法とも云う。いずれにしても自然の動きはお ずからなる動きで あるが、その動きの中に条理 ある。その条理があればこそ吾々がその条理を辿っ 行く とに依って、自然の相を或程度まで知ることが出来るのである。 」とも述べて る。この場合 条理を道理と言い換えてもいいだろう。自然科学者である橋田が国難 時局に望んで、普遍的な「道理」を必死で表現しようとする姿勢が現れ、筋道・根拠 重点を置いているこ が伺える。　
一方「条理」という言葉が、法の運用に際してはかなり明瞭な意味を持つも
のであることを森部英生の論文「社会教育判例に け 「 」 」
（
18）で教わった。
教育法学における基本 概念とし 「教育条理」 なる あることも知 され 。また 条理の内容につ ては 内申書記載内容は、本人・父母に開示されるべきものである」といった具体 ことが論争のテーマに っているということである。同論文でも引用され 我妻栄の「民法総則」には、 「上述したすべての標準は、結局、 な し誠実信義の原則 具体的な表現であると いうことができる。従って 他の標準の明らかでない場合には、条理もまた独立の標準とならなければならない。 」とあり
（
19）、誠実信義の原則＝条理、と解釈


















































らわれた抽象的、一般的文言から論理的に演繹する形をとるのであり・・・・合理主義的な一定の体系をもつことが重視され 。これ 反して、英米の法律家の思考は、どこまでも具体的事実を重視 、その積み重ねのうち ら帰納的に法原則を推論していくが 決して原則か 具体 事例を推論する はない。 」とある。またその根拠として、 「英米法の精神を理解するためには、プロテスタンティズムの特殊の面に注目する必要があ 。それは清教徒の精神である。 ・ ・ ・ ・清教徒の考え方 基本にあるのは、個人が自分の意思にもとづく信仰の契約の原則であり、そこでは何よりも、個人の良心と個人 判断が第一義的な価値もつものとされる。法的な効果というものも、すべては個人 意思の行使によってきめられるという個人主義の考え方を生みだすこ にな ・・・近代の制定法の多くが、法制度には の赤裸々な自己主張や の権利 保護以外にも追求すべき任務があ し 抽象 自由を制約しようとした に対 、清教
大　原　荘　司 （6）
徒精神からくる個人主義の観念によって、法律家は、これらの立法にむしろ否定的評価を与えたといえる。 」と述べている。英米社会に「法を越えた道理」を適用すれば、その「道理」は、 「清教徒精神から納得できる筋道」ということになるだろう、道徳律と言い換えてもよいのかもしれない 清教徒精神はともかくも、規定・掟や習慣、流れを絶対視することなく、現場に直面する生きた人間として「納得」を第一義とする精神に ある種の憧憬を感ずる。　
自然法批判の立場から中埜肇は、 「自然と理念」において、普遍論争に関連づ
け「自然法は西欧的合理主義思想の産物であ 」としつつ「しか 、ここで虚心に問うてみなくては らないのは、理性に対する信頼と「普遍」への確信そのものが果たして人類にとって普遍的であるか、と うこ であ 。 」と述べ、自然法が仮構であるというこ を言い換えて「人間はこの「仮構」もしくは理念なしには人間としていきることができ り、それらは、ファイヒンガーがいうように、 「現実の中に対応するものがない」という意味では非現実的である 、それがなければ人間が現実 おい 生きることができず、従って人間の現実の生存にとって不可欠であるという意味では現実 である。つまり、理念というものは、もともとこ ように現実を超えなが しかも現実 関わるという、両義性を持って る。 」と記してい
（
28）、阿南の記述との対比が興味
深い。何れにしても、 「誠実 約束を守 」と う自然法の社会倫理と道理 は意味の上で一致しな 部分が多いよ 思う。　
さて、現在の日本人は、一定の手続きで決定された事柄に関して、ある種
ヒステリックに運用しようとする傾向 ある。相撲 八百長疑惑に対する相撲協会の反応やまっすぐで大きさが均一で泥のついていないニンジンしか購入しない主婦 感覚 リクルートスーツの驚くべき画一、センター入試 おける数秒の試験時間短縮に対する不平など、潔癖主義 禊主義の様なものを感ずる。いわゆる、ゼロリスク幻想もこれに類したものである。自らの裁量 責任において判断 、掟や慣習を加減して解釈 て運用しようという精神や風土
















理」には四種類あるとし 一つは観待 苦楽・長短のような相対背反の関係が存在する道理。二つ目は作用道理で蝋燭の火が燃え続ける 、因縁にもとづいた働き合いが 道理。三つ目 、証成道理で量的・論理的に証明できる物事があるという 四 法爾道理で、この世界に自ずから成立してい 自然な筋道の道理 、因果の道理はこれに該当すると思われる。論理を重視するインド哲学の伝統が活かされた捉え方だ。 が論理 な筋道の意味も持つ以上は、このような価値自由な捉え方がベース なければならないと思う。ここで、四種道理は、推論の道筋のパターンを指すもの 、推論結果の内容 真実 いうものではないと考える。そ 点、朱子学、陽明学の伝統で云う「道理」は、仁義礼智信の構成から生まれ 価値観が隠然と背後に存在することが感ぜられ、 内容が限定され ころが神秘主義的印象 与える。 「道理」という言葉 中に勝手な思 込みや、お好みの正義 差し挟まれるこ避けなければならない。 かく人の言動を評価するに際してつかわれる言葉なのだから。
道　　理（7）
　「武門の道理」の立場は、杓子定規な律令制のルールを越えて、自らの体験に基づき納得できる筋道・根拠に重きを置くことを特徴とし、その意味である種の個人主義であるといえよう。清教徒の精神が英国の個人主義のベースに有ったように、武門の個人主義には、鎌倉仏教への帰依がベースに有ったといってよいだろ 。その伝統は、徳川政権の朱子学擁護によって表面から消え 封建体制を堅持するため 「忠孝」の筋道が「道理」のパラダイムになった 想像する。前述の天野、橋田など 大戦突入直前 悲痛の叫びも「道理」という言葉をもって国の宿業のどろどろとした流れを食い止めることには、つい つながらなかったのである。　一般論としてのルールに対して、各論としての個人の立場や個々のケースが
対等の立場にあるというのが現在 グロ―バルなもの 見方であると思う。ルールや因習、 流れなどにヒステリックに反応せず、 冷静に批判する道標となる理」は、それ自身ルールや因習であってはならない。個別的体験や思索の結果を尊重し、規範の創発を担うものでなければならない。形式主義的で大衆迎合的な流れを食い止める神通力を持った道理とは何か。条理やその一種といえる自然法（＝事物の本性
（
32） のように、さほど明瞭にその実体を現さないでいな
がらも隠然と約束事 世界の背後に存在す ような、堅苦し 関係でなく、事に応じて即妙に適応できる手鏡のよう 「道理」とは何な か　
体験に基づく以上、道理は交差する。ある個人やあるケースで道理と納得で
きることが他の個人やケースでは道理として通らないことはあってい日本人が髪の毛を金髪に染めるなどとても道理にそぐわないと以前は思われたが、今はそれほどとも思わない。 「道理」は 時間的にも変動し交差する。 「道理は変動し交差する も道理」と自己言及的表現 加え おくのが健全で道理の現れは相対的であろう。何か確固不抜の道理があって、 れがわ われの行動や考え方の規範として隠然と影響するというこ は本論の目指す姿ではない。
　
道理は「理」そのものを訴えるのではなく、自然界を含めた物事の生起する




















因果関係や諸法則が含まれてよいだろう。蛇足ながら、科学実験教育 を身につける意味で極めて効果的であると考えている。作用道理の中 は、心学や生理学に 連する情理の部分もあるものと考える。一方、数学的カテゴリーとされる「分量」と「性質」は、前述したように量的、論 的に証明できる
大　原　荘　司 （8）
物事があるという道理 「証成道理」 と符合する。科学的思考を支える道理である。これらの符号は、洋の東西、宗教を問わない普遍的「道理」があるということを示唆している。カントが自然法に決定的打撃をあたえたというラートブルフの指摘につい は前述したが、 「自然」の概念が周知の通り東西で非常に異なる状況では、自然法や、事物の本姓 条理ではなく、四種道理や悟性のカテゴリーが、少なくともわ われの日常的な意思決定や、諸規定のような一般的約束事の記述を具体に適用・解釈す 場合のよりどころとして より適している考えている。
生なま
の体験と思索により導かれた真実を、悟性カテゴリーや四種道

















































































泰時の「道理」は、自然教に基づくも だったかもしれないが、本論が求めるものは、 そのような日本人のお好みの「 ではなく世界に通じる 道理」であ 。（12）長又高夫「北条泰時の 、 歴史、７７４号、２０１２年、
P
19
（13）近藤斉「武家家訓 研究」 、風間書房、１９７５年所収資料編（14）佐藤一斎著、川上正光全訳注 言志四録」一〜四、講談社、１９７８年（15）田中成明「法的思考とはどういうものか 有斐閣、１９８９年
P
112


































































































A Study of Reason（Dho・ri）
Soji Ohara
　On an application of a rule, we should have a stance to reach the judge adapting ourselves to 
circumstances after the argument with fully reason. The optimum foundation for every judgment in 
this age of trans-science is the spirit of English law which searches for the reason in the actual fact 
and also the reason of Samurai-family which is the reason traced in the actual action of a person. 
The reason has the feature of the rationality and also the logic with an adaptation of an experience. 
The obvious and marvelous effects of the reason necessarily come from the spirituality seeking the 
enlightenment with a boundless view.
